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総務費
26.81％

５５億７,０３４万４千円
５０億４,１３７万２千円

１７億２,８５０万６千円
１７億７,１２１万２千円

予算額 ２１４億８,１３２万９千円
決算額 １８８億        ３０１万７千円

予算額 ２１４億８,１３２万９千円
決算額 １９６億６,２６０万９千円

８４億４,２０６万４千円
８６億１,３２５万８千円

５４億３,３８６万６千円
４７億５,９３７万５千円

８億２,１５３万４千円
７億８,６１８万２千円

２億８,６８７万    円
２億８,７６２万    円

２億２,８２０万５千円
２億３,２２１万８千円

９億９,２７７万６千円
９億９,２７７万６千円

２７億６,０２０万    円
１３億２,９９０万    円

４６億５,８１７万７千円
３３億７,９０３万７千円

１４億７,２４８万８千円
１４億２,９４４万５千円

１８億５,９１１万    円
１４億６,１８９万１千円

９億７,１３４万８千円
７億５,４６１万    円

５億３,１０９万    円
４億５,０７９万２千円

１８億３,８７８万３千円
１７億２,７２１万４千円

３１億２,２２３万４千円
３１億２,０２０万２千円

１０億５,９１５万    円
１０億５,８９８万４千円

３億９,０８４万２千円
３億７,９４７万    円

民生費
17.97％

衛生費
7.60％

農林水産業費
7.77％

土木費
4.01％

消防費
2.40％

教育費
9.19％

公債費
16.59％

諸支出金
5.63％

その他
2.02％

町税
9.01％

歳　入 歳　出

地方交付税
43.81％

国庫支出金
24.21％

県支出金
4.00％

分担金及び負担金
1.46％

財産収入
1.18％

繰越金
5.05％

町債
6.76％

７億８,７３０万８千円
８億９,００６万８千円

その他
4.52％

90億 80億 70億 60億 50億 40億 30億 20億 10億 0

その他の支出

人件費

物件費

18.03％

0.79％8.65％

5.63％

16.59％

28.42％
5.05％

6.48％

10.36％

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

公債費

繰出金

積立金

その他の収入
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得
税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付
金・使用料及び手数料・寄附金・繰入金・諸収入 その他の支出

議会費・商工費・災害復旧費

歳 入 総 額 196億6,260万9千円

歳 出 総 額 188億  301万7千円

歳 入 歳 出 差 引 額 8億5,959万2千円

翌年度に繰り越すべき財源 2億7,312万6千円

実 質 収 支 5億8,646万6千円

その他の支出
維持補修費
災害復旧事業費
投資及び出資金
貸付金

※構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入している
ため、区分ごとの合計は100％にならないことがあ
ります。

一般会計の予算執行状況

性質別歳出
決算収支の状況

　  状況をお知らせします。
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特別会計の予算執行状況

⑴国民健康保険特別会計 ⑵老人保健特別会計 ⑶介護保険特別会計

予算額 36億9,895万2千円 予算額 2,294万    円 予算額 27億  528万6千円 

収入済額 37億5,510万7千円 収入済額 2,302万5千円 収入済額 26億9,126万6千円 

支出済額 36億4,719万3千円 支出済額 376万4千円 支出済額 26億7,685万3千円 

歳入歳出
差引額 1億  791万4千円 歳入歳出差引額 1,926万1千円 歳入歳出差引額 1,441万3千円 

⑷後期高齢者医療特別会計 ⑸簡易水道特別会計 ⑹小規模下水道特別会計

予算額 2億4,945万2千円 予算額 3億1,971万5千円 予算額 1億8,575万    円 

収入済額 2億5,382万9千円 収入済額 3億2,249万9千円 収入済額 1億8,516万4千円 

支出済額 2億4,327万6千円 支出済額 3億1,782万8千円 支出済額 1億8,364万1千円 

歳入歳出
差引額 1,055万3千円 歳入歳出差引額 467万1千円 歳入歳出差引額 152万3千円 

⑺浄化槽整備事業特別会計 ⑻温泉事業等特別会計 ⑼旅客船特別会計

予算額 8,100万     円 予算額 6,950万    円 予算額 3,377万2千円

収入済額 8,075万3千円 収入済額 7,059万1千円 収入済額 3,391万1千円

支出済額 8,030万9千円 支出済額 6,626万9千円 支出済額 3,277万2千円

歳入歳出
差引額 44万4千円 歳入歳出

差引額 432万2千円 歳入歳出
差引額 113万9千円

⑽上水道事業会計 ⑾病院事業会計
１．収益的収支 １．収益的収支

予算額
収入 4億8,240万    円 

予算額
収入 5億9,989万7千円 

支出 4億8,240万    円 支出 6億1,705万3千円 

収入済額 4億8,342万4千円 収入済額 5億5,673万2千円 

支出済額 4億6,798万8千円 支出済額 5億5,687万4千円 

歳入歳出差引額 1,543万6千円 歳入歳出差引額 △14万2千円

２．資本的収支 ２．資本的収支

予算額
収入 2億4,392万6千円 

予算額
収入 3,671万6千円 

支出 4億2,578万4千円 支出 5,744万    円 

収入済額 2億4,403万1千円 収入済額 3,671万6千円 

支出済額 3億5,855万8千円 支出済額 5,742万5千円 

歳入歳出差引額 △1億1,452万7千円 歳入歳出差引額 △2,070万9千円

※上水道事業会計における資本的収入額（翌
年度へ繰り越される支出の財源に充当する額
47,000千円を除く。）が資本的支出額に不足
する額 161,527千円は、消費税及び地方消費
税資本的収支調整額 5,497千円、過年度分損
益勘定留保資金 18,564千円及び当年度分損益
勘定留保資金 137,466千円で補填しました。

※病院事業会計における資本的収入額が資本
的支出額に不足する額 20,709千円は、消費税
及び地方消費税資本的収支調整額 398千円及
び過年度分損益勘定留保資金 20,311千円で補
填しました。

平成22年度 愛南町の財政　　
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財産の状況

地方債・一時借入金の状況

⑴土地・建物 （平成22年度末現在） ⑵動産
区　分 土　地 建　物 浮桟橋 1個

本庁舎 11,188.12㎡ 2,599.49㎡

その他の
行政機関

消防施設 1,635.24㎡ 906.77㎡
その他の施設 18,587.93㎡ 11,976.78㎡

公共用
財産

学校 345,177.33㎡ 86,994.33㎡
公営住宅 81,548.54㎡ 36,238.41㎡
公園 52,693.00㎡ 252.31㎡
その他の施設 679,473.23㎡ 87,979.92㎡ ⑶出資金・出捐金

宅地 78,117.85㎡ 1,746.94㎡ 6億3,375万5千円
田畑 10,355.54㎡ －
山林 19,731,519.64㎡ －
その他 275,305.06㎡ 275.22㎡
合計 21,285,601.48㎡ 228,970.17㎡

⑷基金
区　分 現在高 区　分 現在高

財政調整基金 28億6,532万4千円 産業振興基金 1億1,917万9千円 
減債基金 5億9,636万3千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 
地域福祉基金 7億5,489万     円 西海ストックヤード管理基金 2,030万9千円 
公共施設整備基金 1億9,322万3千円 肉用牛貸付基金 1,932万1千円 
文化振興基金 1,015万5千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万2千円 
地域振興基金 2億4,720万1千円 地域活性化基金 27億6,000万    円 
ふるさと創生基金 8,123万1千円 ふるさとづくり基金 234万    円 
公営住宅建設基金 1,023万     円 住民生活に光をそそぐ基金 4,438万5千円 
水資源対策基金 2億5,162万8千円 土地開発基金 1億  149万4千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 国民健康保険財政調整基金 307万9千円 
人材育成基金 6,632万1千円 介護保険給付費準備基金 5,611万9千円 

計 82億6,395万1千円 

（平成22年度末現在）

会　計
現在高

地方債
一時
借入金

一般会計 221億6,799万8千円 －

簡易水道特別会計 14億4,739万6千円 －

小規模下水道特別会計 13億4,389万1千円 －

浄化槽整備事業特別会計 2,060万     円 －

上水道事業会計 26億3,568万3千円 －

計 276億1,556万8千円 －

※基金現在高を町民１人当たりに換算
すると、約32万9千円になります。
※地方債現在高を町民１人当たりに換
算すると、約109万9千円になります。 
（平成23年3月31日現在の住民基本台
帳人口25,117人により算出）
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◎各指標の対象となる会計等の範囲は、次のとおりです
健全化判断比率

一
般
会
計

普
通
会
計

特
別
会
計

公
営
事

業
会
計

一部事務組合
広域連合

地方公社
第三セクター

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

◎各基準を１つでも超えると次のような義務が課せられます
健全段階 早期健全化段階 財政再生段階

◎指標整
備と情報
開示の徹
底

４つの指標
について、
監査委員の
審査に付し
意見を付け
て議会に報
告し公表

◎自主的な改善
努力による財政
健全化

・財政健全化計画の
策定(議会の議決)、
外部監査の要求の義
務付け
・計画の実施状況を
毎年度議会に報告し
公表
・早期健全化が著し
く困難と認められる
ときは、総務大臣又
は知事が必要な勧告

◎国等の関与による確実
な再生
 

・財政再生計画の策定(議会の
議決)、外部監査の要求の義務
付け
・災害復旧事業等を除き、地方
債の起債を制限
・財政運営が計画に適合しない
と認められる場合等において
は、予算の変更等を勧告

健全財政 財政悪化

◎資金不足比率の内容は、次のとおりです

資金不足
比率

公営企業ごとの資金の不足額の事業規模
に対する比率をいいます。

※資金の不足額：流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充
てるために起こした地方債の現在高－流動資産
※事業規模：営業収益の額－受託工事収益の額

健全化判断比率は、次のとおりです
※（　）内の数値は、平成21年度決算に基づく数値です。

実質赤字
比率（％）

連結実質赤
字比率（％）

実質公債費
比率（％）

将来負担
比率（％）

愛南町 － － 13.8
（15.2）※ 

52.3 
（75.8）※

早期健全化
基 準 13.17 18.17 25.0 350.0 

財政再生
基 準 20.00 35.00 35.0 

　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再
生基準を1つでも上回れば、財政健全化計画の策定
が義務付けられたり、地方債の起債が制限されたり
するようになります。

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実質赤字
比 率

　実質収支（赤字の場合）の標準財政
規模に対する割合で、黒字であれば実
質赤字比率はなしと考えます。
※実質収支とは、歳入と歳出の差引額
から翌年度に繰り越すべき財源（繰越
明許費等）を控除したものです。

連結実質
赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字（又は
資金不足額）の標準財政規模に対する
比率をいいます。

実質公債費
比 率

　一般会計等が負担する地方債の元利
償還金に加え、特別会計や一部事務組
合などへの公債費のための繰出金・補
助金等（準元利償還金）も含めた実質的
な公債費の標準財政規模（元利償還金等
に係る基準財政需要額算入額を除く）に
対する比率（3か年平均）をいいます。

将来負担
比 率

　地方債現在高や退職手当の負担見込
額、第三セクター等に対する債務負担
見込額など、一般会計等が将来負担す
べき実質的な負債の標準財政規模（元利
償還金等に係る基準財政需要額算入額
を除く）に対する比率をいいます。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通
常収入されるであろう一般財源の総額(規模)です。
　なお、愛南町における平成22年度の標準財政規模
（臨時財政対策債を含む）は、111億1,499万1千円です。

資金不足比率（公営企業における指標）は、次の
とおりです

特別会計の名称 資金不足比率(%) 経営健全化基準(%)

上水道事業会計 －

20.0

病院事業会計 －

簡易水道特別会計 －

小規模下水道特別会計 －

浄化槽整備事業特別会計 －

旅客船特別会計 －

※資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、健全化判断比
率が早期健全化基準を超えた場合に準じた対応が求められます。

愛南町の平成22年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

　町の財政状況は、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律により、次の財政指標で判断される

こととなっています。この法律は、地方公共団体

の財政の健全性に関する比率の公表制度を設け、

早期の段階で財政の規律強化を図ることを目的と

しており、今までの普通会計のみならず、特別会

計や一部事務組合、第三セクターなども対象とし

ています。
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情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

「
ふ
る
さ
と
一
本
松
祭
」の

お
知
ら
せ
！

◆
一
本
松
支
所
か
ら

「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」の

お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
か
ら
公

表
・
提
供
さ
れ
る
情
報
以
外
に
知
り

た
い
情
報
が
あ
る
と
き
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
町
が

持
っ
て
い
る
「
公
文
書
」
を
開
示
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保

護
制
度
で
は
、
町
が
保
有
す
る
本
人

の
個
人
情
報
を
本
人
か
ら
の
請
求
に

応
じ
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、
町
政
の
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
い
、
町
政
に
対
す
る
理
解
度
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

開
示
方
法

　
公
文
書
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
に

よ
り
開
示
し
ま
す
。

手
続
方
法

　
開
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務

課
に
あ
る
「
公
文
書
開
示
請
求
書
」

又
は
「
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
総
務
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

平成22年度の運用状況
1　公文書の開示請求者数及び開示状況

部　局 請求者数
決定の件数

開　示 部分開示 不開示
町　長 6 5 1 1
監査委員 2 2 0 0
議　会 2 2 0 1
計 10 9 1 2

2　本人の個人情報に係る開示請求者数及び開示状況

部　局 請求者数
決定の件数

開　示 部分開示 不開示
町　長 2 2 0 0

　

今
年
も
「
ふ
る
さ
と
一
本
松
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
約
５
０
０
万
本
の

コ
ス
モ
ス
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
乱
れ

る
中
、
各
種
団
体
に
よ
る
物
産
販
売

や
闘
牛
大
会
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
今

年
は
、
愛
南
町
出
身
で
現
在
東
京
を

中
心
に
活
躍
中
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
ｋ

ｉ
ｋ
ｕ
こ
と
菊
田
朱あ

け

美み

さ
ん
の
「
テ

ノ
ヒ
ラ
」
ラ
イ
ブ
も
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
6
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所
　
広
見
地
区
田
園

問
合
せ

　
一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

日
時
　
10
月
15
日（
土
）

　
　
　
10
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
城
辺
中
学
校
体
育
館

内
容
　
人
権
と
福
祉
に
つ
い
て
考
え

る
総
合
的
イ
ベ
ン
ト
。
城
辺
小
学
校

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
・
城
辺
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
バ
ザ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
展
示
販
売
・

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室

（
℡
７
２
―

１
５
３
０
）
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前
納
報
奨
金
制
度
改
正
の

お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

平
成
23
年
度
愛
南
町
戦
没
者

追
悼
式
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

埋
蔵
文
化
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
平
城

貝
塚
と
縄
文
文
化
―
貝
塚
の
発
見
と

研
究
の
歩
み
―
」の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
税
収
の
早

期
確
保
や
納
税
者
の
納
税
意
欲
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
が
、
納
税
意
識
の
高
ま
り
や
、

自
主
的
な
納
付
の
向
上
で
、
創
設
当

初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
１
年
分

の
税
を
同
時
に
納
期
前
納
付
で
き
る

人
に
限
ら
れ
、
特
に
町
県
民
税
の
特

別
徴
収
で
納
め
て
い
る
方
に
不
公
平

が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
個
人
町
県

民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨

金
の
報
奨
率
を
改
正
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

改
正
内
容

■
固
定
資
産
税
は

　

平
成
24
年
度
よ
り
制
度
改
正

　
平
成
24
年
度
か
ら
納
期
前
納
報
奨

金
の
報
奨
率
１
｜
１００
を
0.5
｜
１００
へ
引
き

下
げ

（
平
成
25
年
度
以
降
も
継
続
）

■
町
県
民
税
は
平
成
24
年
度
に
お
い

て
制
度
改
正
、
平
成
25
年
度
か
ら
制

度
廃
止

　
平
成
24
年
度
は
納
期
前
納
報
奨
金

の
報
奨
率
１
｜
１００
を
0.5
｜
１００
へ
引
き
下

げ（
平
成
25
年
度
か
ら
は
制
度
が
廃
止

と
な
り
報
奨
金
は
な
く
な
り
ま
す

が
、
年
間
税
額
を
納
期
前
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。）

口
座
振
替
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
今
ま
で
ど
お
り
年
間
税
額
の
納
期

前
納
付
を
続
け
ら
れ
る
方
は
、
何
も

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
別

振
替
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

日
時
　10
月
26
日（
水
）11
時
〜
12
時

場
所
　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　

　保
健
福
祉
課(

℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　
愛
媛
県
指
定
史
跡
の
平
城
貝
塚

（
昭
和
26
年
11
月
26
日
指
定
）は
、
高

知
の
学
者
、
寺
石
正ま

さ

路み
ち

氏
が
宿
毛
貝

塚
と
共
に
発
見
し
て
か
ら
今
年
で

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
城
貝
塚
へ
の
関
心
を
高
め
、

埋
蔵
文
化
財
の
適
切
な
保
護
と
史
跡

の
効
果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

平
城
貝
塚
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　10
月
29
日（
土)

13
時
30
分
〜

　　　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　　10
月
30
日（
日)

９
時
〜

　　　ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容基

調
講
演

　犬
　飼
　徹て

つ

　夫お

　（
日
本
考
古
学
協
会
会
員 

第
５

次
発
掘
調
査
主
任
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　水
ノ
江
　和か

ず

　同と
も

　（
文
化
庁
）

パ
ネ
ラ
ー

　坂
　本
　嘉よ

し

　弘ひ
ろ

　（
大
分
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
）

　幸
　泉
　満み

つ

　夫お

　（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
）

　石
　丸
　恵え

り

こ

利
子

　（
熊
本
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

室
）

　兵
　頭
　
勲

い
さ
お

　（
愛
媛
県
教
育
委
員
会
）

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

平城式縄文土器
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子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

「
思
春
期
講
座（
大
人
編
）」

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
治

療
促
進
、
保
健
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
、
病
院
等
で
の
医
療
費
の
一
部

を
保
護
者
に
助
成
す
る
制
度
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

■
乳
幼
児
医
療
費（
受
給
者
証
あ
り
）

　
助
成
対
象
者

　

　
０
歳
か
ら
６
歳
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児

　
内
容

　

　
通
院
及
び
入
院
の
健
康
保
険
適

用
の
一
部
負
担
金
を
助
成

　
受
給
資
格
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　
⑴
健
康
保
険
証
⑵
印
鑑

　
助
成
方
法（
病
院
に
か
か
る
と
き
）

　
県
内
受
診
　
初
診
時
又
は
月
の
初

め
に
は
、
次
の
も
の
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

   

⑴
健
康
保
険
証

　
⑵
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

　
県
外
受
診
　
県
内
受
診
と
同
様
に

健
康
保
険
適
用
の
一
部
負
担
金

を
助
成
し
ま
す
が
、
県
外
医
療
機

関
で
は
受
給
者
証
が
使
え
な
い
た

め
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
支
払
い
、

後
日
役
場
の
担
当
窓
口
で
（
１
か

月
ま
と
め
て
）
償
還
払
い
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
償
還
払
い
の

期
限
は
診
療
の
翌
月
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
す
。

　
⑴
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
領
収

書
　
⑵
印
鑑

　
⑶
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

　
⑷
健
康
保
険
証

　
⑸
乳
幼
児
受
給
者
証

※
県
内
外
い
ず
れ
の
場
合
も
、
健
康

保
険
適
用
外
の
費
用
、
入
院
中
の

食
事
代
は
除
く

　
届
出
が
必
要
な
と
き

⑴
加
入
の
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き

⑵
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

⑶
助
成
対
象
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
・
転
出
す
る
と
き 

な
ど

 

■
児
童
医
療
費（
受
給
者
証
な
し
）

助
成
対
象
者

　
６
歳
か
ら
15
歳
（
小
学
校
１
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
）
の

子
ど
も

内
容

　
入
院
の
健
康
保
険
適
用
の
一
部

負
担
金
を
助
成

助
成
方
法

　
　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い
さ

れ
た
入
院
費
の
健
康
保
険
適
用
の

一
部
負
担
金
の
う
ち
高
額
療
養
費

や
附
加
給
付
金
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険

給
付
金
等
を
除
い
た
額
を
申
請
に

よ
り
助
成
し
ま
す
。
償
還
払
い
の

期
限
は
診
療
の
翌
月
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
以
内
で
す
。
健
康
保
険

適
用
外
の
費
用
、
入
院
中
の
食
事

代
は
除
き
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の 

⑴
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
領
収

書⑵
印
鑑

⑶
希
望
振
込
先
の
通
帳
の
写
し
　

⑷
健
康
保
険
証

⑸
そ
の
他

　
限
度
額
適
用
認
定
証
、
高
額
療

養
費
、
附
加
給
付
金
や
ス
ポ
ー
ツ

保
険
給
付
金
等
の
支
払
通
知
書
等

問
合
せ

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　
子
ど
も
と
人
生
を
語
る
に
は
、
現

在
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
社
会

環
境
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
思

春
期
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
に

は
、
思
春
期
の
「
性
」
と
「
生
」
に

つ
い
て
も
う
一
度
学
び
合
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

日
時

　
11
月
10
日（
木
）「
思
春
期
の
特
徴

と
性
を
理
解
し
よ
う
」

　
12
月
１
日（
木
）「
子
ど
も
の
性
の

自
律
・
自
己
決
定
の
力
を
育
て
よ

う
」

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時

対
象
　
中
学
生
の
保
護
者

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

　
10
月
31
日（
月
）ま
で
に
保
健
福
祉

課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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子
ど
も
手
当
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

行
政
相
談
週
間
と
特
設
行
政

相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

　
子
ど
も
手
当
は
、
つ
な
ぎ
法
に
よ

り
平
成
23
年
９
月
ま
で
、
暫
定
的
に

22
年
度
と
同
様
の
仕
組
み
で
継
続
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
10
月
分

か
ら
平
成
24
年
３
月
分
ま
で
の
手
当

制
度
に
つ
い
て
は
、
特
別
措
置
法
に

よ
り
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
の
対
象

　
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
手
当
の
月
額
（
１
人
当
た
り
）

・
０
歳
〜
３
歳
未
満
（
一
律
）

１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
１
万
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
（
第
３

子
）
１
万
５
千
円

・
中
学
生
（
一
律
）
１
万
円

■
所
得
制
限　

な
し

■
新
た
な
支
給
要
件
等

・
子
ど
も
に
対
し
て
国
内
居
住
要
件

を
新
設
（
留
学
中
の
場
合
等
を
除

く
）

・
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
子
ど
も
は
、
施
設
の
設
置
者
等
に

支
給

・
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者

（
父
母
等
が
国
外
に
い
る
場
合
の

み)

に
対
し
て
も
、
父
母
と
同
様(

監

護
・
生
計
同
一
）
の
要
件
で
支
給

（
父
母
等
が
国
外
居
住
の
場
合
で
も

支
給
可
）

・
監
護
・
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す

者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
子
ど
も
と

同
居
し
て
い
る
者
に
支
給
（
離
婚
協

議
中
別
居
の
場
合
に
支
給
可
能
、
単

身
赴
任
の
場
合
を
除
く
）

（
保
育
料
を
手
当
か
ら
直
接
徴
収
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
学
校
給
食
費
等

に
つ
い
て
は
、
本
人
の
同
意
に
よ
り

手
当
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
）

■
手
当
の
支
給

　
10
〜
１
月
分
の
手
当
は
平
成
24
年

２
月
に
、
２
〜
３
月
分
の
手
当
は
平

成
24
年
６
月
に
支
給

■
請
求
手
続
き

　
現
在
、
子
ど
も
手
当
受
給
者
も
含

め
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
全
て
の

方
が
、
認
定
請
求
が
必
要

■
認
定
請
求
の
提
出
方
法

・
現
在
子
ど
も
手
当
受
給
中
の
方
に

は
、
請
求
手
続
き
の
案
内
を
10
月
に

個
別
に
通
知

（
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
出

さ
れ
た
方
、
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん

が
生
ま
れ
た
方
は
、
事
象
発
生
日
の

次
の
日
か
ら
数
え
て
15
日
を
経
過
す

る
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
）

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

平
成
23
年
度
は
、
行
政
相
談
委
員

制
度
発
足
50
周
年
で
す
。
総
務
省
で

は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
本
年
は
10
月
17
日（
月
）か
ら

23
日（
日
）ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
各

種
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
も
、
総
務
省
愛
媛
行
政

評
価
事
務
所
と
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
が
次
の
と
お
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

日
時
　
10
月
12
日（
水
）13
時
〜
15
時

場
所
　
城
の
辺
学
習
館

相
談
例

　
年
金
、
医
療
保
険
、
社
会

福
祉
、
生
活
衛
生
、
雇
用
・
労
災
保

険
、
交
通
安
全
な
ど

【
愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員
】

　木き

　
谷た

に

　
貞さ

だ

　
捷か

つ 
（
柏
）

　
大お

お

　
西に

し

　
卓た

く

　
夫お 

（
御
荘
平
城
）

　
黒く

ろ

　
沢さ

わ

　
民た

み

　
彦ひ

こ 

（
城
辺
甲
）

　
宮み

や

　
下し

た

　
建た

て

　
夫お 

（
小
　
山
）

　
山や

ま

　
本も

と

　
美み

紀き

雄お 

（
船
　
越
）

問
合
せ

　
総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
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指
定
管
理
者
の

　
　
募
集
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

子
ど
も
だ
け
の
愛
南
体
験
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ
」の
お
知
ら
せ
！山出憩いの里温泉（緑乙4082番地1）

　
平
成
24
年
3
月
末
を
も
っ
て
指
定

管
理
期
間
が
満
了
と
な
る
次
の
施
設

の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切
　10
月
21
日（
金
）

　
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
団

体
に
限
ら
れ
ま
す
。
申
請
様
式
等
は
、

商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

で
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先

　愛
南
町
役
場
総
務
課

指
定
管
理
者
の
決
定
　
指
定
管
理
者

の
選
定
は
、愛
南
町
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
で
選
定
基
準
に
基
づ
き
総
合

的
に
判
断
を
行
い
、
候
補
者
を
選
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ

　総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

ゆらり内海（須ノ川286番地）

　
昨
年
、
８
月
に
実
施
し
た
「
子
ど

も
だ
け
の
２
泊
３
日
社
会
体
験
in
愛

南
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
が
、
今

年
は
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
11
名
が
愛

　
町
内
小
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
田

舎
体
験
の
楽
し
み
を
通
し
て
愛
南
町

の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
食
の

大
切
さ
や
農
林
漁
業
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
　10
月
16
日（
日
）10
時
〜
14
時

場
所
　旧
満
倉
小
学
校

内
容
　
子
ど
も
（
親
子
）
対
象
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
模
擬
体
験
会

　
竹
馬
・
竹
鉄
砲
作
り
、
こ
け
玉
作

り
、
貝
殻
・
真
珠
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
、
ピ
ザ
焼
き
・
も
ち
つ
き
体
験
、
や

き
い
も
・
ポ
ン
豆
体
験
な
ど

　
特
産
品
・
子
ど
も
出
店
コ
ー
ナ
ー
、

も
ち
ま
き（
13
時
50
分
〜
）な
ど

問
合
せ
　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
　
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
内（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
（
前
田
ア
イ
子
会
長
）
の
指
導

の
も
と
、
町
内
の
農
家
・
魚
家
民
宿

に
宿
泊
し
な
が
ら
、
石
焼
ピ
ザ
作
り

や
そ
う
め
ん
流
し
、
カ
レ
ー
作
り
な

ど
１
泊
２
日
の
農
山
漁
村
で
の
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

 8/

17～18
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教
員
を
紹
介
し
ま
す
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

「
宇
和
海
水
産
構
想
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」の

お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

ま
し
た
。
そ
し
て
、
未
成
熟
状
態
に

あ
る
雌
雄
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
が
、
化

学
合
成
し
た
ヒ
ト
デ
の
ホ
ル
モ
ン
を

注
射
さ
れ
る
と
直
ぐ
に
、
自
ら
水
槽

の
壁
に
沿
っ
て
移
動
を
始
め
、
水
面

に
達
し
た
後
に
成
熟
し
た
卵
や
精
子

を
い
っ
せ
い
に
大
量
放
出
し
た
瞬
間

は
、
今
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
動
物
の
生
殖
機
構
に
関
す
る
研

究
に
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た

な
思
考
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
生
動
物
の
生
殖
機
構
に
関
す
る
基

礎
研
究
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
今

後
新
し
く
得
ら
れ
る
、
基
礎
研
究
の

成
果
を
愛
南
町
の
み
な
ら
ず
広
く
宇

和
海
地
域
の
有
用
海
産
動
物
の
革
新

的
な
養
殖
技
術
の
開
発
に
繋
げ
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
目
的
型
基
礎
研
究
が

格
段
に
推
進
さ
れ
、
水
産
学
術
研
究

の
拠
点
と
し
て
の
〝
愛
南
町
〞
の
名

が
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
も

知
ら
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
尽
力

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
今
年
か
ら
新
し
く
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
（
南
水
研
）

に
来
ら
れ
た
教
員
を
紹
介
し
ま
す
。

長
濱　

嘉よ
し

孝た
か

（
教
授 

南
水
研
分
室（
松
山
市
）在
中
） 

　
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
・
生
命

科
学
研
究
部
門
の
長
濱
嘉
孝
で
す
。

米
国
と
カ
ナ
ダ
で
の
６
年
間
近
く
に

お
よ
ぶ
留
学
生
活
の
後
、
創
設
間
も

な
い
国
立
基
礎
生
物
学
研
究
所
（
基

生
研
、
愛
知
県
岡
崎
市
）
に
赴
任
し

た
の
は
、
35
歳
の
時
（
１
９
７
７

年
）
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
本
年
３

月
ま
で
の
33
年
間
、
一
貫
し
て
動

物
の
生
殖
（
生
物
が
子
を
つ
く
る

過
程
）
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る

基
礎
的
研
究
を
、
国
内
外
か
ら
の
大

学
院
生
、
博
士
研
究
員
、
研
究
支
援

員
、
そ
し
て
共
同
研
究
者
と
と
も
に

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
医
学
・
生
物
学
研
究
の
た

め
の
モ
デ
ル
動
物
と
し
て
、
古
く
か

ら
日
本
人
に
は
親
し
ま
れ
て
き
た
小

型
魚
メ
ダ
カ
の
有
用
性
が
大
き
く
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
こ
の
メ

ダ
カ
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
、
動

物
の
生
殖
機
構
の
中
心
的
課
題
で
あ

る
、
①
オ
ス
と
メ
ス
を
決
め
る
仕
組

み
、
②
卵
や
精
子
が
つ
く
ら
れ
る
機

構
、
特
に
未
熟
な
卵
が
成
熟
す
る
仕

組
み
等
に
つ
い
て
、
分
子
・
細
胞
レ

ベ
ル
の
研
究
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
メ
ダ
カ
の
利

点
を
上
手
く
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、

性
決
定
遺
伝
子
や
卵
成
熟
誘
起
ホ
ル

モ
ン
を
世
界
に
先
駆
け
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
一
昨
年
に
は
、
研
究
の
開
始

以
来
30
年
か
け
て
集
め
て
き
た
数

万
匹
の
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
の
神
経

抽
出
物
か
ら
、
ヒ
ト
デ
の
未
成
熟

卵
を
成
熟
卵
へ
と
導
く
強
力
な
活
性

因
子
の
化
学
的
実
体
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
が
、
驚
い

た
こ
と
に
こ
の
物
質
が
女
性
の
分
娩

を
補
助
す
る
働
き
を
持
つ
リ
ラ
キ
シ

ン
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル
モ
ン
に
酷
似
し

た
化
学
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
宇
和
海
は
、
日
本
で
も
有
数
の
水

産
基
地
で
す
が
、
天
然
資
源
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
水
産
業
の
存
立
基
盤

が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
宇
和
海
地
域

の
水
産
振
興
に
は
従
来
の
枠
組
み
を

越
え
た
、
産
・
学
・
官
・
民
が
一
体

と
な
っ
た
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る
「
宇
和
海
水
産
構
想
」
が
重
要

で
す
。
「
宇
和
海
水
産
構
想
」
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
２
日（
水
）

　
　
　
13
時
〜
17
時

場
所
　
サ
ブ
ラ
イ
ム
ホ
ー
ル

　　　（
宇
和
島
市
）

内
容
　
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ほ
か

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
み
必
要
）

問
合
せ

　
水
産
課
水
産
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）
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作り方
①大豆は固めにゆでる。ゆでた大豆に

片栗粉をつけて油で揚げる。

②いりこを素揚げする。

③鍋に濃口しょうゆ、砂糖を入れ、

沸かし、大豆といりこを入れてからめ

る。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑤
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
日
本
で
最
初
の
学
校
給
食
は
、
明

治
22
年
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
小
学
校

愛
な
ん
食
育
推
進

第
18
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
10
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
シ
イ

ラ
カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

栄養価（１人分）
エネルギー　435㎉
たんぱく質　  9.9ｇ
脂質　　　　  3.1ｇ

作り方
①少しかためにご飯を炊いておく。
②食酢、砂糖、塩で合わせ酢を作り、
合わせ酢をご飯にかけ、混ぜておく。
③ゴボウはささがき、ニンジンはせん
切りする。油揚げは油ぬきして、せん
切りする。
④大根葉をお湯でさっと茹で、2㎝幅
に切る。
⑤フライパンに油をひいて、③を炒
め、しょうゆ、砂糖、みりんで味付け
する。
⑥鍋の火を止めて、④花かつお節を入
れ、混ぜる。
⑦寿し飯に⑥を入れて混ぜ合わせる。
⑧白ゴマをいり、⑦にふりかける。

材料（４人分）
米　　　　　　360g
大根葉　　　　140g
ゴボウ　　　　  60g
ニンジン　　　  35g
油揚げ　　　　  30g
花かつお節　　　 6g
濃口しょうゆ　大さじ1弱
砂糖　　　　　大さじ1強
みりん　　　　大さじ1強
白ゴマ　　　　　 6g
炒め油　　　　適宜   
〈合わせ酢〉  
食酢　　　　　大さじ3弱
砂糖　　　　　大さじ4
塩　　　　　　小さじ1弱

主食：菜ずし 

使用している愛南産農水産物 大根の葉は緑黄色野菜で、栄養価の高い
優れた野菜です。葉には、カロチンやビ
タミンCなどが豊富に含まれていますの
で、葉のついた大根が手に入った時は、
葉は捨てずに食べましょう。

大根

栄養価（１人分）
エネルギー　  79㎉
たんぱく質　  5.0ｇ
脂質　　　    2.2ｇ

材料（４人分）
大豆　　　　　35g
いりこ　　　　15g
片栗粉　　　　  5g
砂糖　　　　　大さじ1強
濃口しょうゆ　小さじ1弱
揚げ油　　　　適宜

副菜：大豆といりこの揚げ煮

使用している愛南産農水産物 秋に旬を迎えるカタクチイワシは、愛南
町の近海で巻き網などで漁獲されます。
カタクチイワシは、大きさや加工の方法
によってさまざまな加工品となります。
いりこはその加工品のひとつで、原魚を
煮沸後、乾燥したものです。

いりこ（カタクチイワシ）

で
出
さ
れ
た
昼
食
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
弁
当
を
持
っ
て
来
ら
れ
な

い
子
ど
も
の
た
め
、
お
に
ぎ
り
と
焼

き
魚
、
漬
物
の
給
食
が
提
供
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
給
食
を
食
べ

た
そ
う
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
正
し
い
食
習
慣
、
食

生
活
の
知
識
を
小
さ
い
頃
か
ら
き
ち

ん
と
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
保
育
園
や
幼

稚
園
、
学
校
で
の
給
食
は
、
食
教
育

の
場
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
５
回
目
と
な
る
「
愛
な
ん

料
理
レ
シ
ピ
」
は
、
学
校
給
食
の
献

立
の
中
か
ら
、
大
根
を
使
っ
た
郷
土

料
理
、
大
豆
と
い
り
こ
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。
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10
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
！

◆
町
民
課
か
ら

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

11
月
の
引
取
日
は
、

　
２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
す
る

と
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
は
、

全
額
、
一
部
免
除
（
四
分
の
三
、
半

額
、
そ
し
て
四
分
の
一
）
が
あ
り
ま

す
（
一
部
免
除
は
、
残
り
の
保
険
料

を
支
払
わ
な
い
と
未
納
に
な
る
の
で

注
意
が
必
要
）。
こ
れ
ら
の
免
除
期

間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

と
し
て
保
険
料
を
全
額
納
め
た
期
間

と
同
じ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
さ
れ
る
と
年
金
額
は
減
額
】

　
し
か
し
、
保
険
料
免
除
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
う
え
で
は
、
免
除
の
種
類
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
納

付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間

は
、
資
格
期
間
に
は
反
映
さ
れ
て

も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反

映
さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

【
10
年
以
内
に
追
納
を
】

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除

期
間
や
納
付
を
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
す
る
保
険
料
額
は
、
保
険
料

の
免
除
や
猶
予
さ
れ
た
当
時
の
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
料
月
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、平
成
21
年
度
及
び
平

成
22
年
度
中
の
免
除
期
間
に
つ
い
て

は
、
こ
の
加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
追
納
し
た
月
に
つ
い
て

は
、
追
納
し
た
そ
の
日
に
保
険
料
が

納
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
基

礎
年
金
等
の
受
給
資
格
期
間
や
年
金

額
等
の
計
算
に
お
い
て
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
追
納
す
る
た
め
の
納

付
書
の
発
行
に
は
申
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
宇
和
島

年
金
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
）、ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
10
月
18
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

 　　　　 追納額

　年度

追納保険料額（１か月分）

全額 4分の3 半額 4分の1

平成13年度追納額 15,350

平成14年度追納額 14,760 7,380

平成15年度追納額 14,540 7,270

平成16年度追納額 14,340 7,170

平成17年度追納額 14,380 7,190

平成18年度追納額 14,440 10,830 7,220 3,610

平成19年度追納額 14,470 10,840 7,230 3,610

平成20年度追納額 14,580 10,940 7,290 3,640

平成21年度追納額 14,660 10,990 7,330 3,660

平成22年度追納額 15,100 11,320 7,550 3,770

免除を受けたときの保険料の追納額【単位：円】
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１０月の保健事業のお知らせ 予
防
接
種
で
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
を
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
こ
れ
か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
期
で
す
。
感
染
予
防

に
は
、
①
人
ご
み
に
近
づ
か
な
い
②

手
洗
い
③
う
が
い
④
マ
ス
ク
の
着
用

が
基
本
で
す
が
予
防
接
種
が
有
効
で

す
。
接
種
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
が

で
き
る
ま
で
に
は
２
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
の
で
、
12
月
中
旬
頃
ま
で
に

早
め
の
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 　　　　　　

予
防
接
種
事
業

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
〜
64
歳
ま
で
で
病
気
に
よ
り
身

の
周
り
の
生
活
が
極
度
に
制
限
の
あ

る
方
（
病
気
等
を
証
明
す
る
障
害
者

手
帳
や
主
治
医
の
指
示
書
が
必
要
）

接
種
期
間
　10
月
15
日
〜
12
月
31
日

接
種
料
金
　全
額
公
費
負
担

　　　　　
（
申
込
み
必
要
）

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

乳・子宮
骨粗髪症検診

  3日 月 中浦交流館 １２：３０～１４：００

  4日 火 御荘菊川農村研修センター １２：３０～１４：００

11日 火 緑基幹集落センター １２：３０～１４：００

13日 木 御荘文化センター
＊９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

17日 月 久良ふるさとセンター
＊９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

19日 水 御荘文化センター
＊９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

20日 木 御荘文化センター
＊９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

＊９：００～１０：３０受付は、乳がん・骨粗鬆症検診のみ実施です。

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

３歳児健診   4日 火
城辺保健福祉センター

H２０年７月1日～８月３１日生

１歳６ヵ月児健診 18日 火 H２２年１月1日～２月２８日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

育児相談
12日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 20日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

乳児栄養相談   3日 月 城辺保健福祉センター
１３：００～１３：３０

事前申込み

病態栄養相談 19日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

両親学級
「かるがも教室」

23日 日 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：３０

事前申込み

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 　　　

予
防
接
種
費
用
補
助
事
業

対
象
者
　
愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
満

１
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方

補
助
額
　
接
種
料
金
実
費
負
担
額
の

う
ち
１
，０
０
０
円
を
補
助

申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補

助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書(

申

請
窓
口
で
配
付)

②
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

③
印
鑑

申
請
期
限
　
予
防
接
種
を
受
け
た
日

か
ら
１
年
以
内
（
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
の
接
種
か
ら
）

問
合
せ

　保
健
福
祉
課

　城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　内
海
支
所
　
（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

 

　御
荘
支
所
　
（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

　
一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

　西
海
支
所
　
（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１０・１１月行事予定表

第１日曜日   2日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日   9日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

体 育 の 日 10日 西本病院 御荘平城 ☎72-2121

第３日曜日 16日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第４日曜日 23日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第５日曜日 30日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

10月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

10/27

11/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

10/25

11/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

10/21

11/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

10/19

11/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

10/17

11/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

10/13

11/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

10/11

11/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10/7

11/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

10/5

11/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

10/3

11/1

１０、１１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

１０月

1 土
14：00～16：00

どろんこサッカー大会
フォトコンテスト公開審査会

篠山小学校
体育館

8：30～17：00
第45回 南宇和郡中学校
新人総合体育大会

南レク
城辺球場ほか

3 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 土 13：00～17：00
第5回　
愛－１グランプリ２０１１

南レク城辺
多目的広場

9 日 8：30～17：00
第7回 愛南町スポーツ少年大会
ソフトボール競技

一本松あけぼの
グラウンド

12 水 13：00～15：00 行政特設相談 城の辺学習館

15 土 10：00～15：30
であいふれあい
愛南フェスタ2011

城辺中体育館

16 日 8：30～17：00
第7回
スポーツフェスタIN愛南

南レク
城辺球場ほか

17 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

18 火 8：30～16：00
第31回 南宇和郡
小学校陸上競技大会

南レク城辺
多目的広場

29 土

5：00～17：00 あいなん磯釣大会 内海・西海地域

8：30～17：00
第18回 愛媛県秋季
学童軟式野球大会

南レク
城辺球場ほか

9：00～16：00
第2回 愛南サッカー
フェスティバル（レディースの部）

南レク
城辺球技場

13：30～17：00
埋蔵文化財シンポジウム
「平城貝塚と縄文文化」

御荘文化
センター

30 日

8：30～17：00
第18回 愛媛県秋季
学童軟式野球大会

南レク
城辺球場ほか

9：00～13：00
第5回 愛南サッカー
フェスティバル（キッズの部）

南レク
城辺球技場

9：00～11：00
埋蔵文化財シンポジウム
ギャラリートーク

御荘文化
センターほか

１１月
6 日 10：00～15：00 ふるさと一本松祭 広見地区田園

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

12 土 9：00～17：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

13 日

8：30～17：00
平成23年度 南宇和郡
軟式野球選手権大会

南レク
城辺球場

8：30～17：00
第12回 4人制
ソフトバレーボール大会

B＆G海洋センター
体育館

9：00～16：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

19 土 8：30～16：00
トレッキング・ザ・空海
あいなん（松尾坂へんろ道）

宿毛球場～
御荘文化センター

20 日 9：00～16：00
トレッキング・ザ・空海
あいなん（柏坂へんろ道）

DE・あ・い・21～
嵐坂（風園）

21 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

23 水 8：30～12：30
第20回 愛南町
クロッケー親睦交流大会

南レク御荘
多目的広場

愛いっぱい愛南産直市
１０月２５日（火）～３１日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■10月  1日（土）～10月31日（月）
　　　　　　　　平城貝塚発見120周年記念企画展
時間　9：00～17：00　場所　御荘文化センター

■  9月28日（水）～10月14日（金）　
　　パールジュエリー･デザインコンテスト作品展
■10月22日（土）～10月30日（日）　
　　　　　　　　　　　光と風の会 押し花移動展
■11月  1日（火）～11月10日（木）

　　　　　　 　　橋本 伸
すすむ

版画展「ふるさと愛南」
時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21


